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労働安全衛生法違反の疑いで書類送検 
（いわゆる「労災かくし」事案） 

  茨木労働基準監督署（署長 石和田
い し わ だ

 隆之
たかゆき

）は、平成２９年９月１２日、渡辺

電気工業株式会社及び同社代表取締役を労働安全衛生法違反の疑いで、大阪地方

検察庁に書類送検した。 
 
１  被疑者 

（１）渡辺
わたなべ

電気
で ん き

工業
こうぎょう

株式会社 
        事務所所在地   大阪府高槻市東上牧 
    事 業 内 容   建築設備工事業 
（２）同社代表取締役   

 
２ 違反条文等 

労働安全衛生法違反 
   同法第１００条第１項 
    労働安全衛生規則第９７条第１項         
   同法第１２０条第５号（罰則） 
   同法第１２２条（両罰）      
          

３ 事件の概要 
平成２９年４月４日午前９時３０分頃、大阪府茨木市内の工事現場におい

て、電気設備工事を請け負う被疑者の労働者が、電気配線作業中に３階フロ

アのスラブ端部から約２メートル下の階段踊り場に転落し、踵を骨折し、４

日以上休業する労働災害が発生した。 
 労働安全衛生法令では、休業４日以上の労働災害が発生した場合には、遅

滞なく所轄労働基準監督署長に様式第２３号による報告書（労働者死傷病報

告）を提出する義務があるが、被疑者代表取締役はこれを提出しなかったも

のである。 
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４ 参考事項 
適用法条文は別紙のとおり 
 



                           別 紙 

適用条文 

 

 

労働安全衛生法（抄） 
第百条  厚生労働大臣、都道府県労働局長又は労働基準監督署長は、この法
律を施行するため必要があると認めるときは、厚生労働省令で定めるところ

により、事業者、労働者、機械等貸与者、建築物貸与者又はコンサルタント

に対し、必要な事項を報告させ、又は出頭を命ずることができる 
 
第百二十条（罰則規定） 次の各号のいずれかに該当する者は、五十万円以

下の罰金に処する。 
五  第百条第一項又は第三項の規定による報告をせず、若しくは虚偽の報告
をし、又は出頭しなかつた者 
 
第百二十二条（両罰規定） 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使

用人その他の従業者が、その法人又は人の業務に関して、第百十六条、第百

十七条、第百十九条又は第百二十条の違反行為をしたときは、行為者を罰す

るほか、その法人又は人に対しても、各本条の罰金刑を科する。 
 
労働安全衛生規則（抄） 
第九十七条  事業者は、労働者が労働災害その他就業中又は事業場内若しく
はその附属建設物内における負傷、窒息又は急性中毒により死亡し、又は休

業したときは、遅滞なく、様式第二十三号による報告書を所轄労働基準監督

署長に提出しなければならない。 
  
 
 


